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□
何
の
た
め
に
相
談
で
取
り
上
げ
る
の
か
？

□
相
談
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
る
か
？

□
相
談
の
⽬
的
に
あ
っ
た
話
題
を
設
定
し
て
い
る
か
？

□
話
題
の
設
定
は
本
⼈
の
⼼
情
を
踏
ま
え
て
設
定
し
て
い
る
か
？

□
話
題
は
本
⼈
に
あ
っ
た
情
報
量
に
な
っ
て
い
る
か
？

□
相
談
時
間
で
終
え
ら
れ
る
話
題
設
定
に
な
っ
て
い
る
か
？

参
加
者
：

場
所
：

□
参
加
者
の
選
定
は
適
切
か
？

時
間
：

□
落
ち
着
い
て
話
せ
る
適
切
な
場
所
を
設
定
し
て
い
る
か
？

環
境
調
整
：

□
相
談
内
容
に
応
じ
た
時
間
設
定
に
な
っ
て
い
る
か
？

（
視
覚
化
の
⼯
夫
）
□
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
使
⽤
 
□
蛍
光
ペ
ン
な
ど
の
⾊
ペ
ン
を
⽤
意
す
る
（
必
要
箇
所
を
強
調
す
る
）

□
対
象
者
の
特
性
に
応
じ
て
環
境
調
整
を
し
て
い
る
か
？

（
構
造
化
の
⼯
夫
）
□
時
間
設
定
の
確
認
 
□
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー

（
安
⼼
し
て
話
せ
る
た
め
の
⼯
夫
）
□
L字

に
座
る
 
□
対
⾯
で
座
る
 
□
30
分
で
区
切
っ
て
休
憩
を
⼊
れ
る
 
□
ス
ト
レ
ス
ボ
ー
ル
を
⽤
意
す
る

（
感
覚
特
性
の
応
じ
た
⼯
夫
）
 
□
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
不
要
な
も
の
を
隠
す
 
□
空
調
の
下
を
避
け
て
席
を
⽤
意
す
る

□
そ
の
他
：

□
ど
う
な
っ
た
ら
相
談
を
終
了
と
す
る
か
？

□
相
談
時
間
内
に
設
定
し
た
話
題
が
終
わ
ら
な
い
時
は
ど
う
す
る
の
か
？

□
本
⼈
と
⽀
援
者
の
考
え
等
が
合
わ
な
か
っ
た
時
は
ど
う
す
る
の
か
？

【
継
続
相
談
の
場
合
】

【
相
談
終
了
の
場
合
】

□
相
談
後
の
予
定
を
明
確
に
し
て
い
る
か
？

✓
次
回
の
相
談
⽇
程

✓
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
ら
相
談
を
再
開
す
る
か

□
次
回
の
相
談
ま
で
の
間
隔
が
空
き
す
ぎ
て
い
な
い
か
？

（
 
1週

間
後
 
 
・
 
１
か
⽉
後
 
・
 
3か

⽉
後
 
）

□
相
談
後
の
連
絡
⼿
段
は
決
ま
っ
て
い
る
か
？

✓
次
回
の
相
談
ま
で
に
⽀
援
者
が
取
り
組
む
こ
と

✓
次
回
の
相
談
ま
で
に
本
⼈
が
取
り
組
む
こ
と

終
わ
っ
た
後
ど
う
す
る
の
か
？

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
 
 
継
続
相
談
 
 
・
 
 
相
談
終
了
 
 
）

今
後
の
予
定

相
談
の
構
成

内
容

内
容
を
検
討
す
る
と
き
の
視
点
・
留
意
す
る
こ
と

相
談
の
⽬
的

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

何
を
す
る
の
か
？

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

相
談
で
取
り
上
げ
る

話
題
、
進
め
⽅

✓
取
り
上
げ
る
話
題
 
✓
優
先
順
位

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

参
加
者
・
場
所
・

環
境
・
時
間

時
間
内
に
相
談
が
終
わ

ら
な
い
と
き
の
対
応

✓
取
り
上
げ
る
話
題
が
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、
相
談
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

終
わ
り
は
ど
こ
か
？

✓
具
体
的
な
⽬
標
設
定
が
で
き
て
い
な
い
、
解
決
策
を
検
討
で
き
て
い
な
い
が
、
相
談
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

相
談
終
了
の
⽬
安

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

終
わ
り
は
ど
こ
か
？
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テ
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す
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✓
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テ
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⽬
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⽬
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⽀援ツール関連図

本⼈の状況把握
●⽣活⾯、就労⾯等の全体把握

障害特性の整理など 困り感の把握など

⽣活リズムの確認

ストレス関連

●ストレスサインの把握

ストレスに応じた休憩のとり⽅ ストレスと環境の相互作⽤

さらに詳細を確認する

●ストレス対処⽅法の検討

対処⽅法の実⾏

就労ニーズ

●就労のイメージ、ニーズ把握

職場環境の確認

会社から求められるスキルの確認

困り感への対応

●困り感を持っている状況の整理

●対処⽅法の検討

④ストレス対処整理シート（ストレス温度計）

⑥休憩のとり⽅チェックシート ⑧職場環境適応プロフィール

㉒SOCCSS法 実施⽤紙

⑳就労⽀援のためのアセスメントシート

⑧職場環境適応プロフィール

⑲在職者のための情報整理シート（従業員⽤）

⑬感覚特性チェックシート

⑭特性対処のヒント集

⑤ストレス対処法整理シート ⑦体験整理シート（2023版）

㉒SOCCSS法 実施⽤紙

㉗Sheet D

㉑問題状況分析シート ⑦体験整理シート（2023版）

②⽣活記録表

③⽣活場⾯でのアセスメントシート

ストレス関連ツール 障害特性関連ツール

①MSFAS

困り感関連ツール
ストレスの詳細について

就労関連ツール
就労に関する希望の整理など
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障害特性

●本⼈が主体となって作成する ●⽀援者が主体となって作成する

さらに詳細を確認する

●⽀援⽅法の検討

●特性の全体把握、本⼈との共有

〇特性把握イメージ図

●特性を広く、浅く知る

●⾏動の背景の⾒える化

●⽀援策の検討 ●⽀援⽅法の検討

相談の進め⽅、⽀援⽅針の検討 ●課題を改善するために設定した⽬標を確認する

●相談の振返り ●取組結果の振返り

●対象者の状況把握 ●⽀援に取り組んだことでの変化の確認

●⽀援の進め⽅の検討
㉓Sheet A

⑯⾏動/環境アセスメントシート

㉖Sheet C

㉔sheet B-1

⑫特性チェックシート（ご本⼈⽤）

㉘Sheet E

㉕Sheet B-2

⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）

㉗Sheet D

⑰⽀援⽅法検討シート

⑩発達障害の特性チェックシート

⑬感覚特性チェックシート

⑭特性対処のヒント集

⑧職場環境適応プロフィール

⑫特性チェックシート（ご本⼈⽤）

⑨注意・集中等の特徴に関するインタビューシート

⑪発達障害の特性チェックシート（⽀援者⽤）

⑯⾏動/環境アセスメントシート

⑮情報処理過程におけるアセスメントの視点（Ver.10）

⑰⽀援⽅法検討シート

●強み

⑩発達障害の特性チェックシート

⑪発達障害の特性チェックシート（⽀援者⽤）

●注意・集中

⑨注意・集中等の特徴に関する
インタビューシート

●感覚特性
⑬感覚特性チェックシート

●具体的な職場環境、環境調整のヒント
⑧職場環境適応プロフィール
⑭特性対処のヒント集

⽀援初期 ⽀援中期 ⽀援終期
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 記⼊⽇：    年   ⽉   ⽇

⽀援者の対応
１ 本⼈の特徴の把握・アセスメント

□ 本⼈のコミュニケーションの取り⽅、情報処理過程や学習スタイルの傾向、感覚特性等、相談時に影響が
想定される特徴について相談前に確認したり、意識して相談に臨む。（確認する内容や⽅法の詳細はP19
を参照）

□ 相談中に⽀援者が把握した特性について本⼈と共有し、本⼈の特性の認識の確認や⾃⼰理解を促す。
２ 相談場⾯の設定
本⼈の苦⼿とする、または注意を阻害す
る刺激を減らし、相談に集中しやすい環
境を設定する

□ 苦⼿とする、または注意を阻害する刺激が少ない相談環境を試しながら設定する。（環境調整や相談場⾯
の設定の⼯夫の仕⽅はP21を参照）

□ 休憩の取り⽅、リラクゼーショングッズの使⽤やカームダウンについて相談場⾯で⾏う⽅法やタイミング
を本⼈と確認する。

□ 疲労やストレス反応が⾒られた場合に備えて事前に休憩やリラクゼーショングッズの使⽤、カームダウン
を提案する。

□ 相談場⾯における休憩の取り⽅やリラクゼーショングッズの使⽤、カームダウンの⽅法の効果を確認し、
今後の相談場⾯での取り⼊れ⽅を確認する。

３ 本⼈が理解しやすい伝え⽅
使⽤している⾔葉の意味や定義を合わせ
る

□ 本⼈が使⽤している⾔葉の意味を確認したり、⽀援者の理解したことを伝える等により、本⼈と⽀援者が
使⽤する⾔葉の定義を⼀致させる。

□ 本⼈が理解しやすい会話のペースや間で話したり、答えやすい質問の仕⽅をする。
（例：話すスピードが速く直観的に返答する⽅には考えてから返答するよう促しを⾏う、
   考えながら話す⽅には⽮継ぎ早に質問やレスポンスを返さず、本⼈の発⾔を待つ）

□ ⽀援者が伝えたいことや取り上げたい話題があっても、1度の相談で無理に伝えようとせず、本⼈が受け
⽌められる情報量で伝える。

□ 情報量が多く本⼈が混乱している場合は、情報量や優先事項を整理したり、話題の焦点を明確にする等、
本⼈が理解しやすくするための⼯夫を⾏う。

□ 沈黙の背景をアセスメントし、想定される背景に応じた対応を⾏う。

理解しやすい表現⽅法を選択する
□ 本⼈の情報の理解の特徴や傾向、学習スタイルに応じて分かりやすい表現や伝え⽅を選択する。
（例：具体例や抽象的な例の使い分け、
   視覚情報が分かりやすい本⼈に対して⽂章や図で書かれた資料を⽤意する）

相談した内容について本⼈と⽀援者の認
識の確認を⾏う

□ 「相談の結論」「本⼈が理解したこと」「これから取り組むこと」等相談の内容を本⼈の⾔葉で説明して
もらったり、⽀援者が要約して確認するなど、認識や理解が⼀致しているかの確認を⾏う。

４ 相談内容の構造化
□ ⽀援者も本⼈も共に相談時間を意識するための⼯夫を実施する。
（⼯夫の例：事前に本⼈と相談時間を共有する、カウントダウンタイマーを使⽤する、
 相談で取り上げる話題や優先順位を再調整する等）

□ 相談の終了時間までに取り上げたい話題を全て取り上げられない場合や結論が出ない場合でも、話の区切
りを付けたり、次の相談で話す⾒通しをつける等により、予定時間内に相談を終える。

相談で取り上げる話題の優先順位を決め
る

□ 相談で取り上げたい話題が複数ある際には、相談前や相談の冒頭で優先順位を本⼈と⼀緒に話し合い、優
先順位を決定してから相談を⾏う。

□ 相談で取り上げたい話題について所要時間の⽬安を付け、相談時間の⾒通しを持つ。
□ 相談で取り上げたい話題について、時間内に「どんな内容をどこまで話すのか」「終わりはどこか」と
いった⾒通しをつける。

□ 取り上げたかった話題が終わらなかった場合やその場で結論を出せない展開となった場合の準備をする。
（例：「取り上げたい話題が取り上げきれなかった場合、再度相談⽇を設定する」
   「⽀援者個⼈で決めることが出来ないことは○○までに回答する」等）

□ 本⽇の相談で取り上げる話題や話し合った内容を板書したり図⽰する等、本⼈と共有したり相談中に確認
できる⼯夫を実施する。

□ 本⼈の発⾔について板書やワークシート等に記⼊する際は不必要な要約をせず、発⾔をそのまま記⼊す
る。要約や表現を変える場合には、表現について本⼈と確認して記⼊する。
（例：「○○と⾔い換えて板書に書いても良いですか？」等）

□ 板書や図⽰をする際は情報を分けて記載したり、ポイントの⾊を変えるなど後から⾒返した時に分かりや
すくする。
（分類の例：「相談のテーマ」「事実」「気持ち」「結論」「取組み⽬標」等）

⽀援全体のプロセスを明確化し、共有す
る

□ 複数回に渡って相談する場合、初めに「前回の相談内容」や「本⽇のテーマ」を、相談の終了時には「相
談のまとめ」「次回の相談までに実施すること（本⼈、⽀援者共に）」「次回の相談で話す内容」を確認
し、⾒通しや進捗を本⼈と共有する。

時間を意識した相談を⾏う

就労⽀援における発達障害者との相談スキルのチェックリスト

チェック項⽬

相談への影響が想定される特性について
アセスメントを⾏う

本⼈が落ち着いて安⼼した状態で相談に
臨むための環境⾯の⼯夫や対策を⾏う

本⼈の理解度や理解の仕⽅に応じた情報
量で伝える

⾒通しをつけて相談に臨む

ホワイトボードやメモを活⽤し、相談内
容を「⾒える化」する
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就労⽀援における発達障害者との相談スキルのチェックリスト
５ ⽀援ツールの効果的な活⽤

□ 相談の⽬的にあった適切な⽀援ツールを選択する。
□ ⽀援ツールを使⽤するか否かを本⼈が選択できるよう⽀援ツールを使⽤する⽬的や効果を説明し、本⼈に
提案する。

６ 本⼈の気づきに対する⽀援
□ 本⼈の⾔動が他者（⽀援者等）からどのように⾒えているかを具体的かつ客観的に伝える（良い印象を与
える⾔動や場に即していないと捉えられる可能性がある⾔動等）。

□ ⼀般的、または⽀援者が考えているマナーやルールを⼀⽅的に伝えず、本⼈の経験や知識、本⼈を取り巻
く環境を総合的に把握したうえで本⼈が受け⽌めやすい表現や内容で説明する。

□ 相談で取り上げる事柄が起きた際の環境や状況について客観的な視点で整理する。
□ 本⼈の感情に共感を⽰しつつ、感情⾯のみに焦点を当てず、「どう⾏動すれば場に即した適応的な⾏動と
なるか」という⾏動⾯にも焦点を当てて問題を整理する。

７ ⽬標の設定への⽀援
□ 想定される選択肢と、そのメリット、デメリットのポイントを整理し、本⼈と確認する。
□ ⽀援者側が考える選択肢や⾏動のメリット、デメリット等の検討材料となる視点について情報提供をす
る。

□ 本⼈が判断に悩む場合は、検討するための時間を設ける。
□ ⽬標は「具体的」「達成の状況が判断できる」「達成可能」「⽬標までの期限が明確」であるものを設定
する（⽬標設定の仕⽅の詳細はP44を参照）。

□ ⽬標達成のための⾏動を実⾏する場⾯を具体的に確認する。必要に応じて模擬的な場⾯を設定する等、⾏
動を実⾏できる環境を整備する。

８ ⾃⼰肯定感、⾃⼰効⼒感への配慮
□ 問題となっていることや改善したいことだけではなく、本⼈の「出来ていること」「うまくいった経験」
等についても焦点をあてて相談を⾏う。

□ ⽀援者が観察した本⼈の「出来ていること」「うまくいっていること」「強み」について、具体的に本⼈
に伝える。

□ 本⼈の話す⾟さや困難さについては共感的に受け⽌め、本⼈の取組に対してポジティブなフィードバック
を⾏う。

９ 信頼関係の構築・⼼理的安全性への配慮
□ 傾聴の姿勢や共感・受容的な態度で相談に臨む。
□ 守秘義務や業務上対応できる範囲について⽀援者⾃⾝がよく理解し、本⼈に分かりやすく説明する。
□ 本⼈の⾔動から不安の有無を把握し、不安の程度や内容、影響度について確認を⾏う。
□ 相談の前に「相談の⽬的」「相談の⾒通し」「守秘義務」「いつでも相談を中断できるなどの選択肢や情
報」等を伝え、安⼼して相談が実施できる関係性を構築する。

□ 相談を⼀⽅的に進めず、本⼈の課題に準備や意思を尊重した関わりを⾏う。
（例：「特定の話題に対して不安がある場合は、無理に取り上げず、⼀旦保留とする」等）

10 ⽀援者の⾃⼰理解
□ ⽀援者⾃⾝が学んできた専⾨性や知識、⽀援者の成功体験等の影響の有無を⾃覚している。
□ 本⼈の話す内容を⽀援者の持つ枠組みで捉えないよう、理解した内容を本⼈と確認する。
□ 本⼈の経験や持っている知識、取り巻く環境といった背景も考慮し、本⼈が伝えたいことを理解しようと
努める。

□ 本⼈から頼られたり、⾮難された際に感じる⼼の動き（⽀援者の⼼理）を⾃覚している。
（⽀援者の⼼理の例：「頼られて嬉しい」
          「（⾮難された際に）期待に応えられない⾃分はダメだ」等）

□ ⼼の動きを感じた場合も本⼈に提供できる⽀援の内容を冷静に検討し、本⼈にとって必要な⽀援を検討す
る。

本⼈が安⼼して相談できるよう対応する

⽀援者が持つ知識に偏ることなく本⼈と
共通認識を図る

⽀援者としての⼼理に振り回されず、本
⼈にとって必要な⽀援を適切に検討する

本⼈との信頼関係を構築する

⾃⼰肯定感・⾃⼰効⼒感に配慮した関わ
りを⾏う

⽬標や⾏動を選択する際に本⼈の⾃⼰決
定を⽀える

⽬標達成のための⾏動を実⾏する場⾯や
⾏動の内容を具体化し、本⼈と共通認識
を図る

他者（⽀援者等）からの⾒え⽅を本⼈と
共有する

課題を絞り込み、⾏動⽬標を検討するた
めに必要な場⾯や状況の整理・分析を⾏
う

⽀援ツールの特徴を理解し、相談の⽬的
に応じて適切に使⽤できる
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⽀援者の対応
チェックして気が付いたこと

（できていること、今後⼯夫したいこと、周囲から伝えてもらったこと）
１ 本⼈の特徴の把握・アセスメント 

２ 相談場⾯の設定
本⼈の苦⼿とする、または注意を阻害する刺激を
減らし、相談に集中しやすい環境を設定する
本⼈が落ち着いて安⼼した状態で相談に臨むため
の環境⾯の⼯夫や対策を⾏う
３ 本⼈が理解しやすい伝え⽅
使⽤している⾔葉の意味や定義を合わせる
本⼈の理解度や理解の仕⽅に応じた情報量で伝え
る
理解しやすい表現⽅法を選択する
相談した内容について本⼈と⽀援者の認識の確認
を⾏う
４ 相談の構造化
時間を意識した相談を⾏う
相談で取り上げる話題の優先順位を決める
⾒通しをつけて相談に臨む
ホワイトボードやメモを活⽤し、相談内容を「⾒
える化」する
⽀援全体のプロセスを明確化し、共有する
５ ⽀援ツールの効果的な活⽤
⽀援ツールの特徴を理解し、相談の⽬的に応じて
適切に使⽤できる
６ 本⼈の気づきに対する⽀援

他者（⽀援者等）からの⾒え⽅を本⼈と共有する

課題を絞り込み、⾏動⽬標を検討するために必要
な場⾯や状況の整理・分析を⾏う
７ ⽬標の設定への⽀援
⽬標や⾏動を選択する際に本⼈の⾃⼰決定を⽀え
る
⽬標達成のための⾏動を実⾏する場⾯や⾏動の内
容を具体化し、本⼈と共通認識を図る
８ ⾃⼰肯定感、⾃⼰効⼒感への配慮

⾃⼰肯定感・⾃⼰効⼒感に配慮した関わりを⾏う

９ 信頼関係の構築・⼼理的安全性への配慮
本⼈との信頼関係を構築する
本⼈が安⼼して相談できるよう対応する
10．⽀援者の⾃⼰理解
⽀援者が持つ知識に偏ることなく本⼈と共通認識
を図る
⽀援者としての⼼理に振り回されず、本⼈にとっ
て必要な⽀援を適切に検討する

就労⽀援における発達障害者との相談スキルのチェックリスト（まとめシート）

相談への影響が想定される特性についてアセスメ
ントを⾏う
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害

疲
労

・
ス
ト
レ
ス
・
体

調
・
パ
ニ
ッ
ク

家
族

職
場

周
囲

の
理

解

送送
信信

【【
出出

力力
】】

過
去

の
出

来
事

の
記

憶
ス
キ
ル

・
や

り
方

の
記

憶
機

械
的

な
記

憶
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ

不
注

意
、
注

意
の

切
替

え
、
注

意
の

分
配

、
視

覚
的

情
報

の
注

目
・
弁

別
選

択
的

注
意

、
集

中
の

持
続

、
過

集
中

注
意

＜ ＜
視視

覚覚
的的

情情
報報

＞＞
モ
デ
リ
ン
グ

文
字

・
マ
ニ
ュ
ア
ル

＜ ＜
聴聴

覚覚
的的

情情
報報

＞＞
言
語

指
示

長
-
短

曖
昧

-
具

体
的

作
業

指
示

手
先

協
応

性
全

身
運

動
能

力
正

確
性

速
度

作
業

特
性

計
画

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

手
順

、
段

取
り

時
間

、
予

定
、
進

捗
メ
モ
取

り
、
手

順
書

作
成

優
先

順
位

、
意

思
決

定
物

品
・
書

類
整

理
日

課
、
服

薬
、
金

銭
社

会
的

場
面

で
の

特
性

＜ ＜
ルル

ーー
ルル
・・ママ

ナナ
ーー
＞＞

身
だ
し
な
み

時
間

厳
守

場
に
応

じ
た
行

動
・
発

言

＜ ＜
対対

人人
場場

面面
でで
のの

表表
出出

行行
動動
＞＞

定
型

、
柔

軟

言
語

、
非

言
語

対
人

関
係

・
場

面

人
の

顔
の

識
別

非
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

理
解

場
面

・
状

況
の

理
解

相
手

の
立

場
・
気

持
ち
・
関

係
性

の
理

解

情
報

受
信

の
特

性

感
覚

視
覚

聴
覚

嗅
覚

味
覚

平
衡

感
覚

体
性

感
覚

皮
膚

感
覚

触
覚

、
圧

覚
、
温

覚
、

冷
覚

、
か

ゆ
み

、
痛

覚

深
部

感
覚

関
節
な
ど
の
位
置
感
覚
、

筋
や
腱
の
動
き
、

痛
覚
等

内
臓

感
覚

痛
覚

、
空

腹
感

、
満

腹
感

、

口
渇

感
、
嘔

気
、
便

意
、

尿
意

、
体

温
、
血

圧

理
解

の
特

性
判

断
・
思

考
・
感

情
の

特
性

作
業

・
日

常
場

面
の

特
性

記
憶

感
情

・
情

動

怒
り
、
不

安
、
焦

り
、
抑

う
つ
、

意
欲

の
減

退
感

情
の

気
づ
き

【
対
象
者
氏
名
】

【
記
入
日
】

改
善
の
必
要
が
あ
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
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障害者職業総合センター職業センター

感覚特性チェックシート 記　入　日

氏　　　名

【【記記入入方方法法】】

・以下の項目について、当てはまるところにチェック✓をしてください。

【１】触覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 人に触られたり近寄られると、とても驚いたり、イライラしたり、緊張が強くなったりする

2 不意に背後から近寄られたり触られるとゾッとする

3 触られると過剰にくすぐったい、または不快に感じる身体の場所がある

4 触ると苦痛に感じる、触りたくない物がある

5 洋服や下着のタグ、縫い目がとても気になる（チクチクして痛い。強いかゆみを感じる等）

6 ちょっとしたことでも、とても痛いと感じる

7 暑さ、寒さの変化によって、体調や疲れ、気分に影響を受けやすい

8 触っただけでは物を識別することができない（見ないと、触っている物が何かわからない）

9 ケガやヤケドをしても気づくのが遅い（痛みの感覚を感じにくい）

10 触るととても安心できるものがある

11 手持ちぶさたな時等に、物を噛んだりいじったりする（爪かみ、服のそで口、鉛筆等）

【２】前庭覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 姿勢が崩れやすく｢だらしない｣｢ちゃんとしなさい｣といった注意をよく受ける

2 長時間立っていると、とても疲れる

3 イスに座っている時、足を前に投げ出して背もたれに寄りかかることが多い

4 面接等、一定時間背筋を伸ばして座り続けることがとてもつらい　

5 座っている時、無意識に机に肘（ひじ）をついていることが多い　

6 バスや電車で、揺れや急ブレーキがあると踏ん張れず、倒れたり人にぶつかってしまう

7 つまづいたとき、とっさに手や足が出ず転んでしまう　

8 乗り物に酔いやすい　

9 エレベーターやエスカレーター、ジェットコースター等、上下に動くものに乗るのが苦手　

10 高い所に登ったり、階段を上がったり下がったりすることに怖さを感じる　

11 おじぎ等、姿勢の傾きが変わるとフラフラして不安になる　
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障害者職業総合センター職業センター

【３】固有覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 強く力を込めて物を押したり引いたりするような、筋力を使うことは苦手

2 重い物をうまく持てない（バランスのよい、疲れにくい持ち方がわからない）

3 手に持っている物をよく落とす（力加減が弱すぎる）

4 物を置くときに大きな音が出たり、ドアを強く閉めてしまう（力加減が強すぎる）

5 体が硬く、動きがギクシャクする。または、首や腕、肩の関節が動く範囲が狭い　

【４】嗅覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 嗅ぐと気持ちが悪くなったり、吐き気がする等、とても苦手なにおいがある

2 他の人が気づかないようなにおいに気づくことが多い

3 他の人が気づくにおいに気づかないことが多い（言われてもわからないことがある）

4 物や食べ物、人(自分）等のにおいを嗅ぐクセがある

【５】味覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 特定の味、色、食感、温度等、食べられない（食べたくない）物がある

2 食べ方に自分なりのルールがある

3 口の中で味が混ざるのがとても苦手

138

資料 10



障害者職業総合センター職業センター

【６】聴覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 苦手な音がある（機械音、特定の人の声等）

2 突然の音を聞くと、とても驚いたり、怖かったり、辛かったりする

3 以前は辛かったが、何かのきっかけで（または、いつの間にか）大丈夫になった音がある

4 たくさん人がいる場所（ショッピングモールや体育館など）にいると、ざわめきや反響等でとても疲れる

5 人が多く、ざわざわした場所での会話は聞き取りづらい

6 特定の音や声が聞き取りにくく感じる

7 名前を呼ばれても気づかなかったり、周囲の物音に気づかないことが多い

8 電話だと、相手の声が聞き取りづらい

9 集中して聞かないと、人の話し声が聞こえなくなる感じがする

【７】視覚

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 特定の物を見るとつらく感じることがある（蛍光灯がまぶしすぎる等）

2 白い紙に書かれた黒文字が読みづらく感じる（白色以外の紙に書かれた文字の方が読みやすい）

3 読みづらいフォント（文字の種類・明朝体やゴシック体等）がある

4 カラフルな色が使われた書類やパンフレット、チラシ等は読みづらく感じる

5 見るとつらく感じる色がある

6 自分の色の見え方と他の人の見え方が違うように感じる（赤色が黒っぽく見える等）

7 電化製品の電源の点灯等、光って知らせるものに気づきにくい

8 回転する物、チカチカする光や反射、カーテンやブラインドから見える光に惹きつけられる
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【８】視覚認知

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

ま
れ
に
経
験
し
て
い
る

し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
る

い
つ
も
経
験
し
て
い
る

1 一度にたくさんの文字や文章を見ると疲れる。ひどくなると頭痛やめまいがする

2 読書、デスクワーク等、手元で文字や細かい物を見る作業をするとぐったりと疲れる

3 眼を細めたり、片目で見る方が見やすく感じるときがある

4 動くものを目で追えず見失いやすい

5 人や物の接近に対する反応が遅いため、人にぶつかることやぶつかりそうになることがある

6

7

8

9

 【自由記述欄】

チェックがついた項目について気づいたことや、項目以外にご自分で気になっている特徴についてご記入ください

たくさんある物の中から特定の物を探すとき、なかなか見つけられない
（冷蔵庫の中から食べたいものを探す、似たような部品が入った箱から決められた種類の部品を探
す等）

ホワイトボード等を見て内容をメモするときに、ホワイトボードとメモを交互に見ていると、
「どこを見て書けばいいのかわからなくなる」、「片方へ目を移す間に、内容を忘れてしまう」といった
ことがある

地図を見ても、様々な線や記号、文字、色などが入り交じっていているため、必要な情報
（目的地やこれから進む道、乗る路線等）だけを見つけることが苦手

「行き」と「帰り」の道が違って見えるため、一度通った道でも迷うことがある
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